










はじめに: 

 乳幼児歯科健康診査の目標は、この時期の健康度の評価とその障害要因の検出に加えて、

口腔という 1つの機能単位の健全な育成をめざして、その基盤をつ<ることにある。かつて

「齲蝕の洪水」を目の前にしてこれへの対応に主力を投じてきた 1 歳 6 ヵ月児あるいは 3

歳児の歯科健診も、乳歯齲蝕の減少傾向がみられはじめた現在、ようやくその本来の目標

に向かって歩み出すべき時を迎えている。また、食文化の変化と価値観の変容とともに現

代の食生態は大きく変化してきており、それにともなって口腔の健全な発達と健康に新た

な問題も生じてきている。このような状況を考えると、乳幼児期の歯科健診についても新

たな体系化が試みられる必要がある。 

 上述のような乳幼児期の歯科健診の基本的な立場に立って、ここでは、この時期の集団

歯科健診において、その中心となるべき診査内容と診査基準およびこれに対応する指導基

準を検討した。 


